
（製本印刷）2026年度入試_一般推薦_小論文（スポーツ健康科学科）※白黒：訂正済み.indd   6 2026/06/22   10:08:40



（製本印刷）2026年度入試_一般推薦_小論文（スポーツ健康科学科）※白黒：訂正済み.indd   7 2026/06/22   10:08:41



実も否めない。文部科学省の調査によれば、中学校教員の週当たりの勤務時間は基準を

超え、部活動指導の負担が長時間労働の一因になっていると指摘されている。 
地域移行には、教員の業務負担を軽減できる、外部指導者による専門的指導が受けら

れる、学校を越えた仲間や多世代との交流が可能になる、といった効果が期待されてい

る。一方で、指導者の確保、地域間格差、費用負担、学校と地域の役割分担の不明確さ

など課題も少なくない。特に、これまで基本的に無償で参加できた部活動が、地域移行

によって会費制となる場合、家庭の経済状況によって参加の可否が左右される恐れがあ

る。 
また、第 3 期「スポーツ基本計画」では「誰一人取り残さないスポーツ社会」の実現

が掲げられている。中学校の部活動改革は、子どもたちに新たなスポーツ機会を広げる

契機となると同時に、従来の学校部活動が果たしてきた教育的価値――仲間との協働や

学校生活と一体となった学びの場――をいかに継承するかという大きな課題を突きつ

けている。 
 
 
問 
「中学校の部活動の地域移行」についての現状と課題を踏まえ、子どもたちが安心して

参加できる運動部活動を実現するために、どのような取組が必要か。あなたの考えを 800
～1000 字で述べなさい。 

（製本印刷）2026年度入試_一般推薦_小論文（スポーツ健康科学科）※白黒：訂正済み.indd   4 2026/06/22   10:08:40




